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―――――――――――――――――――――――――――――――――――
１．GI登録産品の紹介「第145号　西わらび」
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「西わらび」は、岩手県西和賀町在来のわらびで、「とろっ」とした食感で
柔らかく、うま味成分が豊富なうえ、太くて長いことから、古くから商売人が
その価値を認め「西わらび」と呼んで差別化していました。
　また、生産地は奥羽山脈の山岳地帯に位置し、かつては飢饉が非常に多く、
その際に「西わらび」が人々の命を救ったとの記録があります。そのため、今
でも西和賀町の人々は「西わらび」を大切にし、町をあげて生産や特産品の開
発に取り組んでいます。
「西わらびの水煮」は、「ふるさと小包」での販売が年々増加しているほか、
西和賀町で開発した「わらび餅」も人気が高まっています。
一般的な「わらび餅」の多くは、イモ由来のデンプンで作られていますが、
「西わらび餅」は、「西わらび」の根の重量の５％しか採れない「本わらび粉」
で作られており、非常に希少な価値ある特産品となっています。
　「観光ワラビ園」では、収穫や試食、アク抜き体験ができるそうです。もう
すぐ春。一面に広がる「西わらび」の風景に癒されてみませんか。

第145号：西わらび：農林水産省 (maff.go.jp)
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/0145/index.html

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
２．日英・EPAに基づく地理的表示（GI）産品の追加について
―――――――――――――――――――――――――――――――――――　
　2月29日、日英EPAに基づき、日本と英国で相互に保護する地理的表示の
産品に日本側30産品、英国側27産品が追加されました。 　
　これにより、相互保護対象となる産品の英国内での不正使用が英国当局に 
より適切に対処されることとなるとともに、これら産品の輸出の後押しにも 
なるものと考えています。 　

　英国で新たに保護される我が国の産品は以下のとおりです。 
　
１．水戸の柔甘ねぎ（茨城県）
２．松館しぼり大根（秋田県）
３．対州そば（長崎県）
４．山形セルリー（山形県）
５．南郷トマト（福島県）
６．ヤマダイかんしょ（宮崎県）
７．岩出山凍り豆腐（宮城県）
８．くまもとあか牛（熊本県）



９．二子さといも（岩手県）
10．越前がに（福井県）
11．大山ブロッコリー（鳥取県）
12. 奥久慈しゃも（茨城県）
13．こおげ花御所柿（鳥取県）
14．菊池水田ごぼう（熊本県）
15．つるたスチューベン（青森県）
16．小笹うるい（山形県）
17. 東京しゃも（東京都）
18．佐用もち大豆（兵庫県）
19．いぶりがっこ（秋田県）
20．大栄西瓜（鳥取県）
21．津南の雪下にんじん（新潟県）
22．善通寺産四角スイカ（香川県）
23．比婆牛（広島県）
24．伊吹そば（滋賀県）
25．東出雲のまる畑ほし柿（島根県）
26. 江戸崎かぼちゃ（茨城県）
27. 檜山海参（北海道）
28. 八代特産晩白柚（熊本県）
29  物部ゆず（高知県）
30. 富山干柿（富山県）

　また、下記英国産品について、指定の公示を行いました。
　日本国内で新たに保護される英国の産品は以下のとおりです。 　
　※　名称はカタカナのみで記載しています。
　　　正確な現地語の名称等はホームページで確認してください。
（URL）https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/designation2/index.html
　
◆　指定された外国の産品（全て令和6年2月29日公示）
１．アングルシー シーソルト ／ ハレン モン
２．アーブロース スモーキーズ
３．コンウィ　マッスルズ
４．コーニッシュ クロテッド クリーム
５．コーニッシュ パスティ
６．イースト ケント ゴールディングス
７．ロンドン　キュアー　スモーク　サーモン
８．ローク　ネイ　イール
９．ローク　ネイ　ポーラン
10．メルトン　モーブレー　ポーク　パイ
11. オークニー スコティッシュ アイランド チェダー
12．ペンブルックシャー アーリーズ ／ ペンブルックシャー アーリー ポテト
13．スコッチ ビーフ
14．スコッチ ラム
15．シングル グロスター
16. スタッフォードシャー チーズ
17．ストーノウェイ ブラック プディング
18．トラディショナル エアシャー ダンロップ
19．トラディショナル カンバーランド ソーセージ
20．トラディショナル グリムズビー スモーク フィッシュ
21．トラディショナル ウェルシュ ケアフィリ
22．ウェルシュ　ビーフ
23．ウェルシュ　ラム
24．ウェルシュ レイバーブレッド
25．ウェスト カントリー ビーフ
26．ウェスト カントリー ラム
27．ヨークシャー ウェンズリーデール



（日英・EPAに基づくGI相互保護について） 　
　2021年1月1日に発効した日英EPA（日EU経済連携協定）では、協定発効後に
相互保護産品を追加することが可能となっており、現在日本側77産品、英国側
30産品の農産品がGI相互保護の対象となっております。
※現在、日本ではEU以外に英国との間でGIの相互保護が行われております。 

　海外における日本のGI保護の詳細については、こちらをご覧くさい。 
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/protection_abroad/index.html

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

（編集後記）日本の栽培技術は狙われています！
　農業分野の知財・ノウハウ保護を担当している私が、今年度実際に受けた相
談です。
　友好協定を結んでいる海外のある都市から、ある果物の高品質な栽培技術を
教えてほしいという連絡を受けたと、ある自治体の方から電話を頂きました。
このような時、皆さんならどう対応されるでしょうか。
　せっかくお金と時間をかけておいしい作物を作れるノウハウを編み出したと
しても、そのノウハウを誰にでも教えてしまっては、相手も似たようなレベル
の作物を作れることになってしまいます。また、同じレベルまでは達しないと
しても、より低価格で販売されては、お客さんを取られてしまう可能性もある
のです。
　日本の高品質な産品は海外から狙われており、栽培技術・ノウハウだけでな
く、名称の模倣による被害も多数発生しています。GIも含め知的財産制度を活
用し、皆さんの大切な財産を守っていただきたいと願っています。（C）

※編集後記は地理的表示（GI）担当職員の個人的な雑感を述べたものであり、
農林水産省の見解を示すものではありません。
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[地理的表示メールマガジン]
　発行：農林水産省輸出・国際局知的財産課
　住所：〒１００－８９５０　東京都千代田区霞が関１－２－１
　電話番号：０３－３５０２－８１１１（内線４２８４）
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/mailmag/index.html

　メールアドレスの変更、メールマガジンの配信登録、配信停止はこちら
　https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html
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